
報道関係者と意見交換！
と
の
な
い
学
生
舎
や
学
生
食
堂
、
課
業
行
進

社
の
支
局
長
等
１
５
名
の
報
道
関
係
者
で
構

同
懇
話
会
は
、
県
内
に
所
在
す
る
新
聞
社

動
、
学
生
舎
で
の
先
輩
や
後
輩
、
同
期
と
の

の
仲
間
と
の
絆
を
深
め
る
と
の
説
明
に
、
参

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
か
ら
は
自

胸
襟
を
開
い
た
意
見
交
換
が
で
き
た
。

な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
更
な
る
理

と
の
関
係
強
化
に
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い

横
浜
新
聞
懇
話
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

回
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
、
本
部
長
自
ら

義
な
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
」「
こ
の
よ
う

防大本部庁舎前で記念撮影

意見交換会の様子

平成２８年度自衛隊音楽まつり研修

環
で
毎
年
１
１
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
自
衛
隊

た
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
研
修
し
た
。

こ
と
か
ら
も
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
人
気
の
高
さ

や
音
楽
に
よ
る
力
強
さ
を
様
々
な
形
で
表
現

ま
た
、
自
衛
太
鼓
で
は
、
全
国
の
基
地
や

た
１
３
個
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ

す
る
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

う
な
圧
巻
の
演
奏
で
あ
っ
た
。

奏
の
ほ
か
、
米
軍
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
陸
軍

の
和
太
鼓
の
音
の
響
き
で
、
会
場
全
体
の
空

神奈川地本カレッジ防衛モニター　亀谷　拓海

カレッジ防衛モニター５名で記念撮影

（手前から２番目が筆者）

場
内
で
は
、
時
間
と
と
も
に
席
が
次
々
に
埋

最
大
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
当
日
の
会

本
ま
つ
り
は
、
自
衛
隊
記
念
日
行
事
の
一

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

ま
り
開
演
前
に
は
ほ
ぼ
満
席
状
態
と
な
っ
た

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

軍
楽
隊
と
の
合
同
演
奏
も
あ
り
、
日
米
同
盟

駐
屯
地
に
あ
る
太
鼓
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ
れ

今
回
の
研
修
で
は
、
音
の
力
を
生
で
体
感

気
が
震
え
身
体
全
体
で
音
を
受
け
止
め
る
よ

し
た
陸
・
海
・
空
音
楽
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
演

ら
の
チ
ー
ム
に
よ
る
合
同
演
奏
で
は
、
沢
山

力
（
強
き
、
守
り
の
響
き
）」
で
あ
り
、
音

同
ま
つ
り
の
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
音
の

と
も
で
き
た
。

や
友
好
国
と
の
繋
が
り
の
強
さ
を
感
じ
る
こ

平成２８年度自衛隊音楽まつり研修

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

１
１
月
１
２
日(

土)

、
カ
レ
ッ
ジ
防
衛

１
１
月
１
２
日
（
土
）、
カ
レ
ッ
ジ
防
衛
モ
ニ

ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
で
に
多
く
の
人
々

自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
鑑
賞
し
た
。
当
日
会
場

け
が
参
加
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
在
日

ま
た
、
自
衛
隊
音
楽
隊
は
、
広
報
活
動
の
ほ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
特
色
や
部
隊
が
所
在
す

っ
た
が
、
本
研
修
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
別
の
側

こ
れ
ま
で
私
の
自
衛
隊
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

陸
軍
軍
楽
隊
の
服
装
は
、
自
衛
隊
音
楽
隊
と
は

任
務
を
有
し
て
お
り
、
一
体
ど
の
よ
う
な
演
奏

た
米
軍
の
音
楽
隊
も
同
様
に
、
駐
留
し
て
い
る

神奈川地本カレッジ防衛モニター　清水　丈太郎
は
、
最
前
線
で
国
防
を
担
う
部
隊
が
中
心
で
あ

が
来
場
し
て
い
た
。

に
到
着
す
る
と
、
自
衛
隊
最
大
の
音
楽
イ
ベ
ン

タ
ー
研
修
と
し
て
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た

当
初
同
ま
つ
り
に
は
、
自
衛
隊
の
音
楽
隊
だ

米
陸
軍
や
米
海
兵
隊
の
音
楽
隊
の
ほ
か
、
イ
ン

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。

る
土
地
柄
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
演
奏
で
構
成
さ

違
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

地
域
を
連
想
さ
せ
る
演
奏
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド

か
、
隊
員
の
士
気
高
揚
の
た
め
の
演
奏
と
い
う

れ
て
い
る
な
と
感
じ
た
。
ま
た
、
参
加
し
て
い

の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

ド
陸
軍
軍
楽
隊
も
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
規
模

て
み
る
と
、
ど
の
楽
曲
も
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

公
演
が
始
ま
り
、
各
音
楽
隊
の
演
奏
を
聴
い

当
初
防
大
研
修
で
は
、
普
段
目
に
す
る
こ

の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
局
な
ど
１
３

す
る
と
と
も
に
、
合
わ
せ
て
防
衛
大
学
校
研

な
ど
を
見
学
し
、
厳
し
い
訓
練
や
校
友
会
活

切
磋
琢
磨
を
通
じ
て
、
規
律
の
習
得
や
一
生

自
衛
隊
で
の
経
験
談
や
地
本
の
業
務
に
つ
い

衛
隊
に
関
す
る
様
々
な
質
問
が
出
る
な
ど
、

な
機
会
を
、
ま
た
是
非
と
も
設
け
て
ほ
し
い
」

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
も
、
防

解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
同
懇
話
会

松
田
辰
雄
１
海
佐
）
は
、
１
１
月
２
日
（
水
）、

成
さ
れ
た
団
体
で
、
同
地
本
と
は
２
年
に
１

加
者
た
ち
は
非
常
に
感
銘
を
受
け
た
様
子
で

最
後
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
有
意

修
を
実
施
し
た
。

あ
っ
た
。

る
。

面
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
研

修
で
あ
っ
た
。


